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セメント工場として他県と共同運営した場合の費用便益分析の結果、年間 30 万 t から 50
万 t程度の処理量ではエコセメント工場の利用が比較的有効であることを示した。 
第５章では、将来の焼却主灰の脱塩前処理等の必要性、飛灰との同時脱塩による効率性
も勘案し、焼却主灰および焼却飛灰の脱塩処理を考慮した都市ごみ焼却残渣のセメント原
料化モデルを構築した。既存セメント工場の焼却灰受入余力を推計した上で、受入余力を
変化させ、清掃工場、既存セメント工場、リサイクルポート、エコセメント工場で脱塩処
理する 4 パターンにおいて、コスト最小化を目的とするセメント原料化モデルを構築した。
モデルによる計算の結果、受入余力の上限にかかわらず、エコセメント工場を利用する場
合、他の 3パターンに比べ総コストを抑えられることを示した。 
第６章では、上述の研究成果を総括するとともに、本研究で得られた実験的研究及びシ
ステム研究による成果が、今後の無機系資源のリサイクル分野において、どのような役割
を果たすのか、また、今後の研究課題について述べた。 
